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：要対策箇所

：通学路

通学路要望箇所図（鳥飼小学校）

№①1-5

住宅街から通りへ出る際の見通しが悪い

〈対策メニュー＞

・路面標示の復旧

№1-6（継続）

道路標識が消えかけている

〈対策メニュー＞

・路面標示復元

№1-3

スピードを出して通行する車があり危険

〈対策メニュー＞

・警察による取締強化

№1-4

ブロック塀に傾きがみられる箇所がある

〈対策メニュー＞

・ブロック塀所有者と面談済み

№1-2

バイクや自転車の通行が多い

〈対策メニュー〉

・電柱幕設置

№1-1

通行量が多く危険である

〈対策メニュー〉

・路面標示復元



通学路要望箇所図（味舌小学校）

：要対策箇所

：通学路

文

№2-2 継

東西方面の歩行者信号が青になっても、

南北方面に進む自転車等が信号を守らず、

停止しないため、東西方面の横断歩道を

渡る児童と接触する可能性が高い。

〈対策メニュー〉（継続）

・警察署による取り締まり強化

№2-1

自転車や自動車の通行が多く、児童との

接触等の危険がある。

〈対策メニュー〉

・路面標示またはグリーン舗装予定



通学路要望箇所図（千里丘小学校）

：要対策箇所

文

：通学路

№ 3-3
路側線が消えかけている。

〈対策メニュー〉

・路側線の引き直し予定

№3-1
一時停止線が消えかけている。

横断歩道がない。

自動車が速い速度で角を曲がってくる。

交通量が増えていて、危険である。

〈対策メニュー〉

・歩道のカラー舗装化予定

№3-5
道路が狭く、自動車の通行が多い。

歩行スペースもない。

〈対策メニュー〉

・片側のみグリーン舗装化を実施予定。

№3-6
見通しが悪いため、自動車が一時停止線を越えて出てくる。

歩道間を渡る児童との接触の危険性がある。

〈対策メニュー〉

・児童へ止まれ標示を守るよう指導

№3-2
一時停止線が消えかけてい

る。

道路がガタガタである。

〈対策メニュー〉

・一時停止線の復旧予定

№ 3-4
「徐行」等の路面表示が消えかけてい

る。

〈対策メニュー〉

・「スピード落とせ」等の引き直し予定



通学路要望箇所図（味生小学校）

№4-3 （継続）

電柱幕や路面表示が消えかけている。

当該箇所は、抜け道としてスピードを出して走行

する自動車もあり、継続した注意喚起が必要で

ある。

〈対策メニュー〉

・電柱幕の更新及び路面表示の復旧を行う。

№4-2

路面表示が消えかけており、注意喚起の

役割が弱い。

〈対策メニュー〉

・路面標示の復元

：要対策箇所

：通学路

文

№4-1

車両の交通量が多く、道路を横断する際

に危険である。

〈対策メニュー〉

・ポストコーン及びカラー舗装によるイ

メージ狭さくを設置予定

№4-4

電柱に取付けられている表示物が劣化

しており、注意喚起の役割が弱い。

〈対策メニュー〉

・周辺の電柱幕を更新する。



通学路要望箇所図（摂津小学校）

：要対策箇所

文

：要対策箇所

：通学路

№5-2 （継続）

歩道がない部分を児童が通行せざるを得ない

状況で、児童と自動車等が接触する可能性が

ある。

〈対策メニュー〉

・道路幅員が狭すぎて、車両通行にも影響する

ため対策困難

№5-4 （継続）

東側には歩道があるが、西側にはなく、路

側帯のスペースが狭いため、通行する自

動車のすぐそばを歩かないといけず、危

険である。〈対策メニュー〉

・順次路側線の復旧を行う予定

№5-1.5-6 (継続)

歩道幅が狭く、児童生徒が危険。

登下校時間帯における車両の通行量が多い。

路面表示が薄くなっている。

〈対策メニュー〉

・コンビニ方面：路側線、グリーン舗装

①路側線、グリーン舗装

②小学校対面側もグリーン舗装（中学生用）

№5-3

パークタワーに住む児童が通行している

が、自転車・歩行者の通行量が多く、接触

する危険性がある。

〈対策メニュー〉

・摂津警察署と第一中学校の間の公園を

通行するルートで、当該箇所を回避する

№5-5

壁にクラックが見られ、地震等の際に倒壊が心

配である。

〈対策メニュー〉

・所有者に対して、学校・保護者の声を伝える。

№5-7

横断歩道が消えかけている。自動車運転手か

ら、北上する歩行者が見えにくい。

〈対策メニュー〉

・横断歩道の移設。



通学路要望箇所図（別府小学校）

：要対策箇所
：要対策箇所

：通学路

№6-2

道幅が狭いにも関わらず、スピードを出し

て走行する車両が多い。T字路が危険で

ある。

〈対策メニュー〉

・路面表示「徐行」を2箇所設置予定。

路面表示「T字」復旧予定。

№6-1

道路幅が狭い。

信号が赤になると青になるまで時間がか

かるので、自動車やバイクが青信号の際

にスピードを出して危険である。

〈対策メニュー〉

・路側帯内側をグリーン舗装予定。



通学路要望箇所図（三宅柳田小学校）

文

№7-4

信号機がないため横断が危険である。

〈対策メニュー〉

・ダイヤマーク、横断歩道の復旧

・カラー舗装（ベンガラ）

：要対策箇所

：通学路

№7-1（継続）

中央環状線、近畿自動車道に繋がる抜け道と

なっており、特に朝夕にスピードをあげて走行し

ている車両があり、児童の横断する際に非常に

危険である。

〈対策メニュー〉

・グリーン舗装予定。

№7-2

登校時、本校や第三中学校の生徒と、自転車で走行

する摂津高校生が合流する地点である。自転車が一

時停止せず走行することがあり、特に雨天時は衝突

の危険がある。

〈対策メニュー〉

・啓発看板は設置済。

№7-3

登下校時、堤防を走行する車両と児童が一緒になると、

大変狭く危険である。

〈対策メニュー〉

・ガードレールに電柱幕を設置。



通学路要望箇所図（鳥飼西小学校）

：要対策箇所

：通学路

№8-1

直線道路で自動車が速い速度で走行して

いる。

歩道スペースがないため、車道の端を通

学している状況である。

〈対策メニュー〉

・カラー舗装による安全対策を実施予定。



通学路要望箇所図（鳥飼北小学校）

：要対策箇所

：通学路

№9-1

通行する車両等も少なくなく、児童が横

断する際の安全向上を要する。

〈対策メニュー〉

・横断部分をグリーン舗装予定

文

№9-2

通行する車両等も少なくなく、児童が横断す

る際の安全向上を要する。

〈対策メニュー〉

・横断部分をグリーン舗装予定。



通学路要望箇所図（鳥飼東小学校）

文

№10-1

街灯が少なく、夕方から夜にかけて危険である。

〈対策メニュー〉

既存電柱にはすべて防犯灯設置済。

：要対策箇所

：通学路

№10-2

周辺には工場や倉庫が多く、トラック

やフォークリフト等の大型車両の通

行が多い

〈対策メニュー〉

・電柱幕を更新する。

№10-4

曲がり角に建物(フェンス）があり、見通しが悪

い上に路上駐車が多い。

〈対策メニュー〉

・学校より安全指導を行う。

№10-9

抜け道で使用されており、過去7年間に同

じカーブで5回の事故が発生している。横

断の際に双方の見通しが悪く、中央線も

ないため、真ん中をスピードを出して走行

する自動車が登下校時間帯も含め多い。

〈対策メニュー〉

・事故箇所の詳細確認し、電柱幕、路面表

№10-11.10-12

通勤通学の車両が多く、交通量が多

く、危険である。

〈対策メニュー〉

・既設路面表示を復旧する。

№10-10

自転車も飛び出しが多く、自動車の交通量も多

く、接触事故等の危険がある。

〈対策メニュー〉

・交通専従員の配置済

・周辺の路面表示を含めて復旧予定。

№10-8

横断歩道が薄くなっており、車

両の交通量も多く、危険である。

〈対策メニュー〉

・横断歩道の復旧済。

№10-7

朝の通学時間帯、買い物に立ち寄る

トラックや自動車等の出入りが多く、

接触事故が懸念される。

〈対策メニュー〉

・コンビニ側に対策を要望する。

利用車が進入時に歩行者に注意す

るような対策の検討依頼する。

№10-3

路上駐車が非常に多く、見通しが悪いため、

道路横断の際に危険である。

〈対策メニュー〉

・啓発として、電柱幕を設置

№10-6

狭い路地に材木が立てかけてあり、

万が一の地震等が発生した際に児

童が下敷きになる可能性がある。

〈対策メニュー〉

・所有者に対して、学校・保護者の

№10-5

店舗前で、一旦停止せずに道路に入ってくるバ

イクなどがあり、大変危険である。

〈対策メニュー〉

・歩道間のグリーン舗装予定。



通学路要望箇所図（第二中学校）

：要対策箇所

：通学路

№12-1

道路が老朽化し、凸凹している。

生徒が登下校時に怪我をする可能

性がある。車椅子の生徒が通行す

ることが困難かつ危険である。

〈対策メニュー〉

・道路の応急復旧を行う。

文



通学路要望箇所図（第四中学校）

：要対策箇所

：通学路

№14-1～14-15

自動車等による交通量が多い中で

歩車分離ができていない箇所が多

く、通学時に安全上、課題である。

〈対策メニュー〉

・路側帯、グリーンベルト・エンジベ

ルトの整備等を実施予定。



通学路要望箇所図（第五中学校）

文

：要対策箇所

：通学路

№15-1

交差点における段差等でつまずいて危険であ

る。

また、歩道の舗装が傷んでいる。

〈対策メニュー〉

・段差解消及び舗装の補修を実施予定


